







きく３つの方言群があり、それぞれ香格里拉 [Sems-kyi-nyila]方言群、得榮徳欽 [sDe-rong ’Jol]
方言群、郷城 [Cha-phreng]方言群と呼ぶ 2。その中で Sems-kyi-nyila方言群はさらに５つの下
位分類が設けられ、それぞれ建塘 [rGyal-thang]下位方言群、雲嶺山脈東部下位方言群、維西塔




期學谷 [Khyim-phyug-sgang)、吉念批 [Gyen-nye-’phel]、安南 [A-la-ngu]、建塘、吉迪 [rGyal-














2 方言分類の詳細とその変遷については、鈴木 (2015:47-63, 261-285)を参照。
3 本稿では、方言名はローマ字表記を用いるが、表の中では漢字で表記する。










「寿命」 吹亞頂 期學谷 吉念批 安南 霞給 建塘 吉迪 尼汝 初古
tshe t¯Ch@ t¯Ch@ t¯Ch@ t¯Ch@ t¯Ch@ t¯Ch@ t¯Ch@ t¯Ch@ t¯sh@
「日にち」 吹亞頂 期學谷 吉念批 安南 霞給 建塘 吉迪 尼汝 初古
tshes t¯Chi: t¯Chi: t¯Chi: t¯Chi: `tChi: t¯Chi: t¯Chi: t¯Chi: t¯she:
「美しい」 吹亞頂 期學谷 吉念批 安南 霞給 建塘 吉迪 尼汝 初古
mdzes ¯ődýi: ¯ődýi: ¯ődýi: ¯ődýi: ¯ődýi: ¯ődýi: ¯ődýi: ¯ődýi: ¯ndzi:
「明るい」 吹亞頂 期學谷 吉念批 安南 霞給 建塘 吉迪 尼汝 初古
gsal `hCi: ¯hCi: ´hCi: ¯hCi: `hCi: C¯i: ¯hsi: ¯hCi: `hsi:
「豹」 吹亞頂 期學谷 吉念批 安南 霞給 建塘 吉迪 尼汝 初古














7 日本語の/si/が [Ci]であって [si]でないといった例を考える。類似の現象はチベット系諸言語の中で
も甘粛省舟曲 [’Brug-chu]県で話される方言に認められる（鈴木 2013a）。
8 /@/については、歯-歯茎音に後続する例も認められ、たとえば、Khyimphyuggong（期學谷）方言
の/`hts@P úAP/「肋骨」（蔵文 rtsib ma）、/`hs@w hsOP/「薄い」（蔵文 srab srab）や Choswateng（吹亞
頂）方言の/´s@ úùhW/「露」（蔵文 zil chu）などがある。
鈴木 博之（2018）『言語記述論集』10:1-11
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Choswateng方言について、次のような例がある：/¯ sh@ shę:/「黄色い」（蔵文 ser ser）、/´sę:, ´C@:/















た。しかし一方、その音形式/¯ she˜ ñé@/の第２音節に注目すると蔵文第２音節 geと硬口蓋音とい
う対応関係があることが分かる。この例を複数の方言について見てみると、以下のようになる。
表２：「獅子」の蔵文第２音節 geの対応例
「獅子」 吹亞頂 期學谷 吉念批 安南 霞給 建塘 吉迪 尼汝 初古








「血」 吹亞頂 期學谷 吉念批 安南 霞給 建塘 吉迪 尼汝 初古
khrag `chAP `chAP `chAP `kjhaP `tChAP t¯ChAP t¯ChAP `chaP `tChAP
9 「獅子」については、次節も参照。














同様の例は、「文字」（蔵文 yi ge）の第２音節、（蔵文 ske pa）「首」の第１音節、さらには蔵文
に eを含まない例として「べにはしがらす紅嘴烏 13」（lcung ka）の第２音節、「狼」（蔵文 spyang ki / spyang
ku 14）の第２音節などにも認められる。
表４：蔵文 k/gで始まる音節の音対応
「文字」 吹亞頂 期學谷 吉念批 安南 霞給 建塘 吉迪 尼汝 初古
ge é@ é@ dý@ gj@ Hdý@ dý@ dýÈ ,j@ dý@
「首」 吹亞頂 期學谷 吉念批 安南 霞給 建塘 吉迪 尼汝 初古
ske hcAP hc@ tCW hke htC@ htC@ tC@ hkeP —
「紅嘴烏」 吹亞頂 期學谷 吉念批 安南 霞給 建塘 吉迪 尼汝 初古
ka ca ca tCa kja tCa tCa tCa ca tCa
「狼」 吹亞頂 期學谷 吉念批 安南 霞給 建塘 吉迪 尼汝 初古








































「歯」 吹亞頂 期學谷 吉念批 安南 霞給 建塘 吉迪 尼汝 初古
so s¯hw@ t¯sw@ s¯hu s¯hw@ `shw@ s¯hw@ s¯hÈ s¯ho s¯hw@
「彼」 吹亞頂 期學谷 吉念批 安南 霞給 建塘 吉迪 尼汝 初古












めに、蔵文 sog le「のこぎり」の第２音節および蔵文 leb leb「平らな」の第２音節の例を見る。
表６：蔵文 eの音対応
「のこぎり」 吹亞頂 期學谷 吉念批 安南 霞給 建塘 吉迪 尼汝 初古
le lj@ lj@ ljW — ljW lj@ ljÈ lj@ —
「平らな」 吹亞頂 期學谷 吉念批 安南 霞給 建塘 吉迪 尼汝 初古
leb ljOP lj@ ljW — — ljuP — ljOP —
ほかに個別例を見ると、Choswateng 方言には/¯ htO˜ hpj@/「物語」（蔵文 gtam dpe）、Khyim-










語義 蔵文 仮説適用後の音形式 *j作用後の音形式
寿命 tshe *tshj@ *tCh@
日にち tshes *tshj@s *tCh@s














語義 蔵文 仮説適用後の音形式 *j作用後の音形式
獅子 ge *gj@ *gj@ / *é@
文字 ge *gj@ *gj@ / *é@
首 ske *skj@ *skj@ / *sc@
３節では、蔵文と口語形式の対応関係と音変化史との関係について、蔵文 kr : /c/-/kj/ > /tC/-/k/
と書けると述べた。これに含まれる/kj/というのは Alangu方言に実際に認められる形式である
が、この調音位置と上表の*j作用後の音形式が一致する点に注目できる。rGyalthang下位方言
群に属する諸方言のなかで/c/-/kj/に対応する音は蔵文の k, kh, gに足字 rを伴った例と対応する
ことはすでに明らかになっている（鈴木 2017ab）が、蔵文 eを*j@と仮定して表８の音変化を適
用した場合、その音対応が蔵文 krの音対応と共通するということに注意したい。
蔵文には k, kh, gに足字 yを伴う形式も認められる 19。rGyalthang下位方言群の諸方言にお
いて k, kh, g+y の対応形式は、しかしながら、c/kj になる例がほぼなく、蔵文 ky : /tC/という
音対応として実現する。ところが、*jが仮定される「獅子」「文字」「首」の例は、蔵文との対
応関係として k, kh, g+rと並行するのであるから、蔵文 eが*j@と対応するというのは、蔵文 k,
kh, g+y対応形式が/tC/に変化した後で、k, kh, g+r対応形式が/c/-/kj/が/tC/-/k/に変化する前とい
う、音変化が生じた相対的な時間が定められる。Sems-kyi-nyila 方言群において足字 r が変化
したのはナシ語の影響を受ける時期と重なると仮定される（鈴木 2013b）ため、それより後に
蔵文 e (*e)が*j@になったのではないかと考えられる。また、蔵文 rと関連する点として、後接
字 rが存在する erといった例では、初頭子音に影響が出ない方言が存在する（２節および鈴木
forthcoming参照）。このため、蔵文 erの対応形式については、eが*/j@/と対応する以前の音形








20 鈴木 (2014a) は/ę, ğ/が咽頭化の特徴 [ęQ, ğQ] をもつと述べている。これはいわゆる「r 音」に由来




図 1 蔵文 ts/tsh/dz/s/z対応形式の前部硬口蓋化現象










は蔵文 eに先行する場合があてはまることが分かった。特に蔵文 eを rGyalthang下位方言群の
古形式において*j@と置き換えて理解することによって、音変化において作用するのは母音/i/と
わたり音/j/の２種類と考えられることを提示した。蔵文 o を*w@と置き換えて理解することで















—— (2013a)「蔵文対応形式から見た舟曲県チベット語拱土霸 [dGonpa] 方言の特徴—舟曲県チ
ベット語の概説を添えて—」『京都大学言語学研究』第 32号 1-35,
電子版：http://hdl.handle.net/2433/182202
—— (2013b)〈雲南維西藏語的 r介音語音演變—兼談 “兒化”與 “緊喉”之交叉關係—〉《東方語
言學》第 13輯 20-35
—— (2014a)「カムチベット語香格里拉県小中甸郷吹亞頂 [Choswateng] 方言の音声分析と語
彙：rGyalthang 下位方言群における方言差異に関する考察を添えて」『国立民族学博物館
研究報告』39巻１号 45-122,電子版：http://hdl.handle.net/10502/5401
















tics of the Tibeto-Burman Area 19.2, 69-92.
Online: http://sealang.net/sala/archives/pdf8/hongladarom1996rgyalthang.pdf
Suzuki, Hiroyuki (forthcoming) 100 Linguistic Maps of the Swadesh Wordlist of Tibetic Languages
























Prepalatalisation of denti-alveolar sounds and its relevant phenomena in the
rGyalthang subgroup of Khams Tibetan
Hiroyuki SUZUKI
This article discusses a potential background of the emergence of prepalatal initials, which are
expected to be denti-alveolar counterparts as an ordinary sound correspondence, attested in the
rGyalthang subgroup of the Sems-kyi-nyila group of Khams Tibetan, spoken principally in Shangri-
La Municipality, Yunnan Province, China. It clariﬁes that the condition of the phenomenon is
related to either a case that a given sound precedes /i/ in a synchronic aspect or a case that a given
sound precedes a Literary Tibetan (LT) vowel e. The article further analyses that LT e corresponds
to *j@ in a proto-form (proto-rGyalthang), which means that /i/ and /j/ effect the development of the
initial from denti-alveolars to prepalatals. This analysis can be supported by a parallel case that LT
o can correspond to *w@ in the proto-form.
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